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62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な
支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過
ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思
う

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

68

4. ほとんどいない

3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足して
いると思う

1. ほぼ全ての家族等が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
3. 利用者の１/３くらいが

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながり
が拡がったり深まり、事業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした表情
や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

4. ほとんどいない

3. たまに

4. ほとんどない 4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ね
て来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように

3. 利用者の１/３くらいの

1. 大いに増えている

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
64

3. たまにある

1. ほぼ全ての家族と

63

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよ
く聴いており、信頼関係ができている
（参考項目：9,10,19）

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面があ
る
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴
んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

項　　目

56
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札幌市中央区南６条西１１丁目1284番地4　高砂サニーハイツ401

3. 家族の１/３くらいと

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

グループホーム福寿荘

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

　２年前、同法人の福寿荘Ⅲを一部改・増築し隣接して移転した、１ユニット９名の事業所である。　幹線道路から近
い閑静な住宅街で、真新しく、明るく落ち着いた雰囲気の中で利用者は思い思いの場所でゆったりと暮らしている。
ここでは認知症の各疾患の特徴を踏まえ徹底した個別ケアを行っている。　毎日の楽しみとなっている食事を例にと
ると、量や見た目、形状など一人ひとりに合わせて盛り付けし、食器もその人に応じたものを用意している。　味付け
もその人の嗜好に合うように配慮している。　嚥下機能の低下した利用者には固いものを別のものに変更したり、圧
力をかけて軟らかく煮るなど食材の形状が分かるような調理を心掛けている。　一人ひとりを大切にした個別ケアに
取り組むことにより症状も落ち着き、以前には出来なくなっていた電話が普通に会話できるようになり家族を驚かせ
た事例もみられる。　事業所では、本人を家族と共に支えていく関係を大切にしている。　年２回の家族会は、家族
同士の交流ばかりでなく、家族と一緒にその人を支えていくための連携を図る場としており、一人ひとりへの「家族
交流ノート」は、きめ細かに家族の意向を受け止め利用者本位のケアに役立てられている。　医療面では、協力医・
かかりつけ医との連携もよく、看護師を配置し健康管理にあたっている。　重度化した時の対応についても看取り経
験があり、家族に安心感を与えている。　法人の会長は全国認知症ケア学会で研究発表するなど、優れた見識を
持って職員を育てており、これからも認知症ケアの更なる向上を期待したい。

基本情報リンク先URL

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/01/index.php?action_kouhyou_detail_2018_022_kiho
n=true&JigyosyoCd=0170501050-00&PrefCd=01&VersionCd=022

法人名

事業所番号

自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

訪問調査日

評価機関名

所在地

・入居される一人一人のこれまでの生き方や価値観を大切にしながら、認知症の各疾患（アルツハイマー型、レビー
小体型、前頭側頭型）の特徴を踏まえた個別ケアを行っています。
・日々のケアの実践と毎月の社内研修を通して、認知症ケアの在り方について学びを深めていくことで、認知症の重
症度や疾患の特徴の違いがあっても、それぞれの意向を尊重した生活支援にとりくんでいます。
・どんなにBPSDがあっても、本人の意向を中心にご家族、医療と適切に連携を図りながら、チームでの統一したケ
アの展開により、本来のその人らしさを取り戻す実践を重ねています。
・平成27年度北海道GH教会相互評価モデル事業に参加。

平成30年10月24日

札幌市白石区北郷5条9丁目8-33

017051050

有限会社ライフアート

事業所名

所在地

NPO法人　福祉サービス評価機構Kネット

自己評価作成日 平成30年7月15日 評価結果市町村受理日 平成30年11月9日

　（別紙４-１）
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次のステップに向けて期待したい内容

町内会に加入し、地域の行事に参加するなどして交
流をしている。地域にボランティアグループ（オレンジ
リング）をつくり、地域の方に対して認知症講座を開
催したり、月１回地域食堂を開いたり地域との交流を
行っている。町内会の花壇の手入れの協力を行って
いる。



次のステップに向けて期待したい内容



次のステップに向けて期待したい内容



次のステップに向けて期待したい内容

課題とケアの在り方について、本人と話したり、ス
タッフ間でカンファレンスを行い、現状に即したケアプ
ランを作成するようにしている。また、今年度はケア
プランについて研修を行い、全スタッフでケアプラン
に取り組んでいる。

かかりつけ医と事業所で連携をとりつつ、他の病院
を受診する場合は同行し、情報を提供するなどの支
援をしている。また、かかりつけ医より専門の往診医
を紹介してもらい、受診が難しい方でも安心して医療
を受けられるようになっている。



次のステップに向けて期待したい内容

入居時から終末期の支援の在り方について説明を
している。重度化してきた時には、医療職、家族（状
況によっては本人）、スタッフでの話し合いを持ち、書
面での確認も行っている。また、希望が変わったと場
合には、いつでも言っていただけるよう支援してい
る。

マニュアルを作成しており、ユニット会議などで、手
順や対応の確認をしている。また、救急搬送時の役
割や持ち物について取り決めを行った。さらに社内
研修でも、急変時の対応等に関して学びを深めてい
る。

好みの洋服を選んでもらったり、理美容室の利用な
ど、本人の希望に沿った身だしなみ、おしゃれを支援
している。ご家族からもなじみの服装などの情報を
得るようにし、本人の習慣を継続できるよう支援して
いる。

夜間を想定した訓練を、消防の協力を得て行ってい
る。また、そのことを運営推進会議や回覧板で地域
の方にも知らせることにより、協力体制を築けるよう
努力している。さらに、地域の防災訓練にも参加する
ことで、地域の特性を踏まえた防災情報を収集し、
災害対策に役立てている。



次のステップに向けて期待したい内容

食前より献立を提示し、食事への意欲や興味を高め
る場面作りから行っている。盛り付けの全体量や見
た目、形状などを一人一人に合わせて工夫してい
る。また、使用する食器もその人に応じた物を用意
し、味付けについてもその人の嗜好に合うように配
慮をしている。



次のステップに向けて期待したい内容


